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「被爆」「防護方法」「核医学検査」の 4 単元 18 項目を調査後、パワーポイントで作成した放射線教育を施行。
全過程を e ラーニングで実施した。その後、教育前と同内容について再度調査し合計点の平均値を教育前後で t
検定した。また教育前の平均値を基準に高得点群と低得点群に分け、群別に教育前後の得点変化、および放射線
教育経験・自己学習経験・放射線診療業務の経験や頻度の視点からχ2検定した。【結果・考察】対象は A 病院職
員 516 名。そのうち全項目回答者 243 名（有効回答率 47.0％）を分析対象とした。合計点(18 点)の平均値は、教
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1. 研究デザイン：量的研究     
2. 研究参加施設：A 病院  
3. 研究参加者：職員で放射線診療業務に関わる看護
職員（看護師・保健師・助産師・准看護師） 
4. データ収集期間：平成 28 年 11 月 14 日～平成 29
年 1 月 6 日 
5. データ収集方法 










査について」の 4 単元構成とした。3 回目は 1 回
目に配信した放射線の知識について再度尋ねた。
配信期間は 1 回目と 3 回目は各 2 週間、2 回目の

























Ⅷ．結  果 
 
対象職員516名に依頼。データ回収数は教育前482
名（回収率 93.4％）、教育後 397 名(回収率 76.9％)
であった。そのうち、全項目に回答した 243 名（有
効回答率 47.0％）を分析対象者とした。放射線教育
は 478 名（92.6%）が受講し、内 386 名（受講者中





13.7±9.6 年であった。所持免許は、看護師 219 名
（90.1％）、助産師 11 名（4.5％）、 准看護師 13 名
（5.4％）であった。そのうち保健師資格を有する者



























































以外で受講している者が 285 名（59%）であり半数 
以上が日勤帯の時間以外で受講をしていた。 
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